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   開     議 

 

 

○鈴木富美子議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 なお、鈴木 裕議員から資料の配付について

申出があり、会議規則第150条の規定により許

可いたしましたので、ご報告いたします。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

４号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○鈴木富美子議長 日程第１、市政一般に関する

質問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 鈴木 裕議員の質問 

 

 

○鈴木富美子議長 順位11番、議席番号４番、鈴

木 裕議員。 

○４番 鈴木 裕議員 おはようございます。 

 一般質問３日目、１番目、清和長井の鈴木 

裕です。一問一答方式で質問をさせていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

 昨日の新聞報道で、厚生労働省が公表した今

年の上期、１月から６月までの出生数が37万

1,000人と、少子化に歯止めがかからないショ

ッキングな数値が発表されていました。昨年の

上期の出生数は約38万5,000人であり、減少率

では約５％となっています。この出生数には外

国人も含まれておりますので、それを除けば１

万から１万5,000くらい少ない数になると推察

されます。一方、上半期の死亡数は、昨年より

2.6％増の79万7,700人で、出生数と死亡数を差

し引いた自然減は42万6,600人であり、今年１

年に換算すれば、日本の人口は約80万人以上減

少することになります。 

 本市も同様な傾向にあるものと思われますが、

この人口減少に歯止めをかけるには、国が一刻

も早くダイナミックな少子化対策、中でも子供

を増やす施策、子供を多数産んでもらう施策を

行うべきで、それに期待するしかないと考えま

す。 

 さて、今回の質問は、中央地区南部の住居表

示の整備についてと、選挙日の投票締切り時刻

の繰上げについての２つの質問をいたします。 

 １つ目の質問は、丸４年前、令和元年９月定

例会において、２つ目の質問は、令和３年12月

定例会で一般質問しておりますが、再度質問を

させていただきます。 

 それでは、はじめに、１つ目の中央地区南部

の住居表示整備について質問いたします。 

 以前質問したときと同様な説明がありますが、

質問趣旨を明確にするためにあえて申し上げる

部分があることをご容赦願います。また、議長

から許可を得て、質問の説明資料を準備させて

いただき、配付させていただきました。質問の

参照となるよう、中央地区市街地南部の地図を

作成し、住居表示が未実施の地域をピンク色の

線で囲んで示しましたので、質問と併せて、ご

覧いただければと思います。なお、自分で調べ

て作成した資料ですので、若干の誤りがあるか

もしれませんことを申し添えます。 

 住所として用いられていた地番制は、明治時

代に定められたもので、本市の中央地区では、

長井町合併当時の小出何番地、宮何番地と表さ


